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  技  術  名 ：簡易支持力試験機 

         「エレフット」 
 NETIS番号：SK-070010-VG 

 

会社名  ランデックス工業㈱   

住所   香川県高松市多肥上町316-1 

電話   087-815-5222 

    

発表用PPT様式 



技術名：簡易支持力試験機「エレフット」 
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技術名：簡易支持力試験機「エレフット」 

エレフット開発に至った経緯 
弊社が開発・販売している、逆台形擁壁（バランス工法擁壁）を施工するに当たり、底盤が小
さく、地盤支持力確認を施工時に必須としています。 

従来の平板載荷試験を行えないといったことから、狭小な場所でも、簡単に、早く、支持力確
認出来るものを開発しました。 
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技術名：簡易支持力試験機「エレフット」 
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・20～30分で結果 
・小さい範囲の掘削 
・現場監督が確認・判定 
・平板載荷試験と同じ静的試験 
・直接載荷 
・本体８kg 体重反力 
・支持力不足の時更に掘る 
・電源不要、現場向き 

エレフットの便利さ 
 

                   エレフット （本体） 
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グラフ判定例 
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グラフ判定例 



技術名：簡易支持力試験機「エレフット」 

 
 
 
 

    支持力不足が見つかり、その場で即対応！ 
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エレフット活用事例 

大型ブロック積み（壁高８ｍ）
の基礎地盤の支持力確認（許
容支持力度206ｋN/㎡）を行っ

たところ、支持力不足が判明し
たため。 

その場で５０㎝深く掘り、再度
支持力確認を行い、支持力確
保となり、５０㎝区間を改良し
ました。タイムロスもなく、無駄
がなく、発注者・受注者共に喜
んで頂けた。 
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エレフット活用事例 

技術名：簡易支持力試験機「エレフット」 

 
 
 
 

     狭い重機等が入れない場所でも活躍！！ 
 
 
 



技術名：簡易支持力試験機「エレフット」 

 
 
 

    トンネル内で支保工が下がっている！！ 
 

トンネル内の支保工が下がっている現場で、４０００ｋＮ／㎡の確認を行った。 

数箇所の確認を行ったが、４０００ｋＮ／㎡以上あるところ、ないところが如実に出
て施工業者様（大手ゼネコン）に大変好評価を頂いた。 
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エレフット活用事例 



技術名：簡易支持力試験機「エレフット」 

 
 
 

       風力発電の基礎確認でも！！ 
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エレフット活用事例 

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:%E9%A2%A8%E5%8A%9B%E7%99%BA%E9%9B%BB-%E7%AB%9C%E9%A3%9B%E3%82%A6%E3%82%A3%E3%83%B3%E3%83%89%E3%83%95%E3%82%A1%E3%83%BC%E3%83%A01.jpg

